リサーチ設備
コンピューター
セントラルワシントン大学のPANGA測地学研究所は、GPSデータ分析や特定の計算研究課題のために使用される100-CPU Beowulf cluster(ベオウルフクラスター)を含む、Linux(リナックス)とMacのワークステーションの混合ネットワークを保持しています。500Tbのスペースも、教職員と生徒が使用できるようになっています。
Linux cluster (リナックスクラスター)は、カリフォルニアのパサデナにあるNASAのジェット推進研究所から提供された、高性能GPSデータ分析のためにGIPSY/OASIS IIを装備しています。150機に及ぶPANGA GPSステーションの継続的遠隔計測のリアルタイム分析のために、カスケード山脈地帯とその主要都市全域に渡る、いくつかのミリメーター解析の位置関連を提供するトリンブルRTKネットとインテグリティ管理ソフトウェアを使用しています。GPS衛星暦と地球の質量中心により定められた基準座標系内の絶対位置を提供するため、リアルタイムGipsyに加えて継続的連続衛星時計と軌道修正を使用しています。さらに、さまざまな組織内のパラメーター推定とモデリングソフトウェアを用いています。
データ分析
測地学研究所の主な科学的役割は、衛星利用測位システム(GPS)を使用し、高性能測地測量で、特に研究と地震・火山性・地滑り・海面レベルの危険の緩和のため、サポートをするところにあります。それに加えて、コロンビア川を含めたカスケード山脈の沈み込み帯にわたった、シアトルのアラスカン・ウェイ高架橋、州道520号線と国道90号線上の浮橋、電力ダムなどの老朽化が進んだ人工建造物を含めた、基礎構造の安定性を観測しています。測地学研究所は、継続的な日々の分析やパシフィックノースウェスト内350+機を含め、およそ1400のGPSステーションの地域ネットワークのモニタリングを行っています。それらのGPSステーションから送られたデータは、ウェブやデータのプッシング、そして危険緩和のためにさまざまな地域、州、連邦政府関係機関などによって利用されています。
PANGAとCWU測地学研究所

CWU測地学研究所は、パシフィックノースウェスト測地学アレイのためのデータ分析センターとしての役割を果たしています。さらに、UNAVCO法人と密接につながっており、全米科学財団によって運営されたアーススコーププレート境界観測所(PBO)のため、データ分析センターとして機能しています。研究資金は、航空宇宙局、全米科学財団、米国地質調査所、そしてワシントン州から調達されています。
設備

GPS区域作業をサポートするため、装備はこれらの物を含めています。
＊おおよそ20数個のGPS受信機、三脚台、バッテリー一式、ソーラーパネルなど。数は、機材を使い切った時や交換されたときによって異なります。CWUは、UNAVCOコンソーシアムのメンバーであり、大規模な活動のためそれらの機材は、UNAVCOの機材プールからの貸り出しが可能です。
＊点位置調整のための、多数のガーミン社製GPS受信機

＊硬石に鉄製マーカーピン砲床のためのヒルティ社製削岩機
＊ノート型パソコンと受信機からGPSデータの区域ダウンロードのためのソフトウェア

＊私たちは、さまざまなタイプのモニュメンテーションハードウェアの製造のため、機械工場を所有しています。先日、継続的GPSモニュメントのためインバーロッドを修正しました。詳細は、モニュメントをご覧下さい。これらモニュメントは低コストであり、そして特に基盤設定のために設計されています。プランのリクエストをご希望の方は、こちらまでご連絡下さい。(email panga@geology.cwu.edu)
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